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  （百万円未満切捨て）

１．令和２年２月期第２四半期の連結業績（平成31年３月１日～令和元年８月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

２年２月期第２四半期 2,989 14.0 545 209.8 551 217.7 346 357.1 

31年２月期第２四半期 2,623 4.2 176 △59.4 173 △59.8 75 △74.1 
 
（注）包括利益 ２年２月期第２四半期 310 百万円 （249.0％）   31年２月期第２四半期 88 百万円 （△68.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

２年２月期第２四半期 45.40 45.39 

31年２月期第２四半期 9.96 9.94 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

２年２月期第２四半期 5,997 2,694 44.5 350.29 

31年２月期 5,877 2,443 41.1 316.66 
 
（参考）自己資本 ２年２月期第２四半期 2,671 百万円   31年２月期 2,413 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

31年２月期 － 4.00 － 8.00 12.00 

２年２月期 － 9.00       

２年２月期（予想）     － 12.00 21.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．令和２年２月期の連結業績予想（平成31年３月１日～令和２年２月29日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 6,500 19.9 1,200 204.5 1,190 204.7 700 397.4 92.04 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ２年２月期２Ｑ 8,125,264 株 31年２月期 8,121,464 株 

②  期末自己株式数 ２年２月期２Ｑ 499,933 株 31年２月期 499,933 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） ２年２月期２Ｑ 7,624,376 株 31年２月期２Ｑ 7,603,484 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、雇用・所得環境の改善が続く中で、政府の各種政策の効

果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されております。ただし、通商問題を巡る緊張の増大が世界経済に与え

る影響に注意するとともに、中国経済の先行き、海外経済の動向と政策に関する不確実性、金融資本市場の変動の影

響に留意が必要な状況にあります。 

インターネット業界においては、総務省の平成30年「通信利用動向調査」によると、クラウドサービスを利用して

いる企業の割合は、58.7％と前年度から1.8ポイント上昇しており、引き続き普及が進んでおります。さらに、モバ

イルサービス市場の持続的拡大、セキュリティ対策への関心の高まり、働き方改革に伴う生産性向上や業務効率化の

需要拡大等、当社グループにとって追い風とも言える事業環境が継続しております。 

当社グループは、「明日のあるべき豊かな情報生活に貢献する企業集団」として、ITを取り巻く環境や社会の価値

観が変化し続ける状況の中で、世の中に必要とされる商品・サービスを次々に創出、提供し続けてゆくことを当社グ

ループの使命と捉えております。 

当第２四半期連結累計期間の主な活動としては、平成31年４月に攻めのIT経営に関して注目すべき取組みを実施し

ている企業として経済産業省より「IT経営注目企業2019」に選定されました。 

令和元年５月に営業効率の向上及び共通コストの削減を目的として、株式会社VOTE FORを存続会社、株式会社パブ

リカを消滅会社とする当社連結子会社間の吸収合併を行いました。 

なお、「中期経営計画2020」の実現を目指すため、平成30年２月期及び平成31年２月期の２年間は主に営業に携わ

る人員を集中的に採用・育成し、現場への配属を進めてまいりました。同計画の最終年度となる当連結会計年度で

は、これまでに実施してきた人材投資や開発投資等の先行投資の収穫期として、新人研修や配属後の現場で培った技

能、経験を活かした積極営業の展開、新たにローンチした各種サービスの拡販等によって、投資の成果を最大限に発

揮し、業績を積み上げることに注力しております。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は2,989百万円（前年同期比14.0％増）、

営業利益は545百万円（同209.8％増）、経常利益は551百万円（同217.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は346百万円（同357.1％増）となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

１）機能別事業群 

クラウドやSNS等のIT基盤の利活用により、CRM、販売促進、EC等の業務効率化に大きな伸びしろが期待される企

業・団体全般をターゲット顧客とした事業セグメント群です。各セグメントの詳細は以下のとおりです。 

①情報資産プラットフォーム事業 

昨今の人手不足社会における課題解決の一助として、顧客企業・団体のコスト低減・業務効率化に資するシス

テムの開発・提供等を行っております。売上高は2,051百万円（前年同期比13.9％増）、営業利益は633百万円

（同29.4％増）となりました。その主なサービスは以下のとおりです。 

ⅰ）情報資産プラットフォーム「スパイラル®」 

令和元年７月にスパイラルAPIの利便性向上等、柔軟なアプリケーション開発・運用を実現する新版

1.12.8の提供を開始いたしました。また、当第２四半期連結累計期間において、LINEと連携した「来店前

注文システムソリューション」やみずほ銀行と協同で提供する「職域営業支援ソリューション」等、「ス

パイラル®」を用いた業務効率化ソリューションを複数提供開始し、拡販活動に努めております。この結

果、「スパイラル®」の有効アカウント数は3,630件となりました。 

ⅱ）アパレル特化型ECプラットフォーム「スパイラルEC®」 

ⅲ）クラウド型グループウェア×CMS×SNS連携プラットフォーム「スパイラルプレース®」 

ⅳ）コールセンタープラットフォーム「BizBase®」 

令和元年８月に自動発信及び自動音声応対が可能なオートコール搭載システムに「SMS送信機能」オプシ

ョンを追加いたしました。 

ⅴ）その他の情報資産プラットフォーム 

・現場に最適なマイナンバー管理を実現する「スパイラル®マイナンバートータルソリューション」 

・クラウド型ストレスチェックサービス「こころの健診センター®」 

・ソーシャルマネジメントプラットフォーム「Sprinklr®」 

 

②販促CRMソリューション事業 

顧客企業・団体におけるITを活用した業務最適化や顧客との接点機会創出及び強化を支援するサービスの提供

や、顧客に応じた最適なITシステムの開発請負等を行っております。売上高は454百万円（前年同期比9.9％
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減）、営業利益は５百万円（前年同期の営業損失は10百万円）となりました。その主なサービスは以下のとおり

です。 

ⅰ）デジタルCRM事業及び伴走型インサイドセールス代行「ミシェル」 

ⅱ）Webシステムの開発業務等の請負 

ⅲ）アパレル・ファッションに特化したECサイト・アプリの構築、運営及びコンサルティング 

 

③広告事業 

顧客サービスの認知度、集客力、ブランド力の向上等を目的としたプロモーション設計や広告コンテンツの制

作・開発・運用、インターネット広告の代理販売等を行っております。株式会社電通の「2018年 日本の広告

費」によると、平成30年の総広告費６兆5,300億円の内、インターネット広告市場は１兆7,589億円（前年比

16.5％増）と推定され、引き続きインターネットメディアへのシフトが続いております。売上高は357百万円

（前年同期比75.1％増）、営業利益は127百万円（同266.6％増）となりました。なお、広告事業の売上高につい

ては、広告枠の仕入高を売上高から控除する純額で表示（ネット表示）しており、広告枠の仕入高控除前の総額

で表示（グロス表示）した場合の売上高は2,514百万円となります。その主なサービスは以下のとおりです。 

ⅰ）インターネット広告の代理販売 

ⅱ）アフィリエイトASP一括管理サービス「スパイラルアフィリエイト®」 

 

２）分野別事業群 

クラウドやSNS等のIT基盤を活用した新たな情報共有モデルの実現によってイノベーションが期待される業界・

分野をターゲットとした事業セグメント群です。各セグメントの詳細は以下のとおりです。 

①xTech事業 

IT技術の利活用により企業や団体の垣根を越えて情報を共有することで、業界に革新的なサービスを創出する

ことが期待できる事業を行っております。売上高は87百万円（前年同期比15.6％増）、営業損失は32百万円（前

年同期の営業損失は30百万円）となりました。その主なサービスは以下のとおりです。 

ⅰ）ArchiTech：BIM建築情報プラットフォーム「ArchiSymphony®」 

平成31年３月に株式会社アクティオ、株式会社アイネットとの協業により、BIM（Building Information 

Modeling）導入に係る人材・システム・機材の課題を解決する「先端建設プロセスレンタル事業」の第一

弾サービスをリリースいたしました。 

ⅱ）BeauTech：お客様と美容師のための電子カルテアプリ「美歴®」 

ⅲ）HRTech：企業の育成を革新する「オーダーメイド人材育成代行事業」 

ⅳ）FinTech：電子地域通貨プラットフォーム「エルコイン®」 

 

②社会イノベーション事業 

個々の企業や業界の内部にある問題の解決でなく、それらの枠を超えて存在する社会的課題の解決を図ること

を目的とした公益性の高い事業を行っております。売上高は38百万円（前年同期比3.1％増）、営業損失は21百

万円（前年同期の営業損失は17百万円）となりました。その主なサービスは以下のとおりです。 

ⅰ）自治体向け広報紙オープンデータ化・活用サービス「マイ広報紙®」 

令和元年８月に掲載自治体数が国内の自治体数の約４割にあたる728となりました。 

ⅱ）インターネット投票関連事業及び政治・選挙情報サイト「政治山®」 

2019年統一地方選挙において、市区のみではなく、町村も含めたすべての選挙（首長選挙235、議会議員

選挙766、補欠選挙含む）を対象に、候補者情報や投開票結果等の選挙情報を網羅的に掲載し、投票に役

立つ情報を提供いたしました。令和元年８月につくば市の政策コンテストの最終審査に「マイナンバーと

顔認証×ブロックチェーン投票システム」を導入し、ネット投票での利便性向上・時間と場所の制約緩

和・処理速度の向上等の実証を成功させました。 

ⅲ）地域密着型Webサイト「I LOVE 下北沢」及び「I LOVE 下北沢アプリ」の提供並びにネット社会における地

域・商店街の活性化支援事業 

平成31年４月、令和元年８月に呑み友に出会えるはしご酒イベント「ばるばる下北沢」を開催いたしまし

た。 

ⅳ）下北沢地域で還流する電子地域通貨「シモキタコイン®」 

令和元年７月に加盟店は100店舗を超え、下北沢地域で「シモキタコイン®」を使える店舗が徐々に拡大し

ております。また、経済産業省が推進する「キャッシュレス・消費者還元事業」の決済事業者に株式会社

シモキタコインが登録されました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①財政状態の分析 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ119百万円増加し、5,997百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金の減少48百万円、受取手形及び売掛金の増加190百万円、投資有価証券の

減少34百万円によるものです。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ130百万円減少し、3,303百万円となり

ました。これは主に、短期借入金の増加197百万円、未払金の増加48百万円、未払費用の増加27百万円、未払法

人税等の増加203百万円、長期借入金の減少631百万円によるものです。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ250百万円増加し、2,694百万円とな

りました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加346百万円及び剰余

金の配当による利益剰余金の減少60百万円、その他有価証券評価差額金の減少28百万円によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ48百万円減少し、2,374百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、533百万円となりました。これは主に、

税金等調整前四半期純利益の計上553百万円、減価償却費84百万円、売上債権の増加額190百万円、法人税等の支

払額41百万円、法人税等の還付額137百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は、87百万円となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出12百万円、無形固定資産の取得による支出78百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果支出した資金は、494百万円となりました。これは主に、

借入による収入500百万円、借入金の返済による支出934百万円、配当金の支払額60百万円によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの当第２四半期連結累計期間は概ね計画どおりに推移しておりますので、平成31年４月10日に公表

した連結業績予想に変更はございません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成31年２月28日) 

当第２四半期連結会計期間 
(令和元年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,423,390 2,374,597 

受取手形及び売掛金 1,112,995 1,303,721 

たな卸資産 13,157 10,156 

その他 194,745 207,492 

貸倒引当金 △7,045 △5,822 

流動資産合計 3,737,244 3,890,145 

固定資産    

有形固定資産 105,501 95,488 

無形固定資産    

のれん 12,123 8,763 

その他 461,157 464,443 

無形固定資産合計 473,281 473,206 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,191,488 1,156,811 

関係会社株式 16,679 22,667 

長期貸付金 417 － 

差入保証金 260,347 261,256 

破産更生債権等 17,017 16,819 

繰延税金資産 92,727 97,914 

その他 60 60 

貸倒引当金 △17,017 △16,819 

投資その他の資産合計 1,561,721 1,538,710 

固定資産合計 2,140,504 2,107,404 

資産合計 5,877,748 5,997,549 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 303,000 500,000 

1年内返済予定の長期借入金 960,712 453,800 

未払金 758,438 806,811 

未払費用 60,683 87,215 

未払法人税等 35,734 239,721 

未払消費税等 94,624 91,793 

リース債務 877 877 

賞与引当金 178,049 183,694 

その他 116,722 139,405 

流動負債合計 2,508,843 2,503,319 

固定負債    

長期借入金 925,000 800,000 

リース債務 438 － 

固定負債合計 925,438 800,000 

負債合計 3,434,282 3,303,319 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成31年２月28日) 

当第２四半期連結会計期間 
(令和元年８月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 505,869 506,424 

資本剰余金 268,209 269,183 

利益剰余金 2,563,230 2,848,393 

自己株式 △893,857 △893,857 

株主資本合計 2,443,451 2,730,143 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △30,046 △58,723 

為替換算調整勘定 △2 △378 

その他の包括利益累計額合計 △30,049 △59,101 

新株予約権 8,699 8,671 

非支配株主持分 21,364 14,517 

純資産合計 2,443,466 2,694,229 

負債純資産合計 5,877,748 5,997,549 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 

 至 平成30年８月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年３月１日 
 至 令和元年８月31日) 

売上高 2,623,536 2,989,807 

売上原価 782,685 874,496 

売上総利益 1,840,851 2,115,310 

販売費及び一般管理費 1,664,654 1,569,398 

営業利益 176,196 545,911 

営業外収益    

受取利息 308 29 

受取手数料 916 822 

助成金収入 570 － 

持分法による投資利益 － 5,987 

未払配当金除斥益 402 520 

その他 239 2,114 

営業外収益合計 2,436 9,474 

営業外費用    

支払利息 1,738 2,357 

持分法による投資損失 2,347 - 

その他 876 1,225 

営業外費用合計 4,962 3,583 

経常利益 173,671 551,803 

特別利益    

新株予約権戻入益 － 9 

関係会社清算益 － 1,382 

特別利益合計 － 1,391 

税金等調整前四半期純利益 173,671 553,194 

法人税、住民税及び事業税 111,814 219,279 

法人税等調整額 △12,022 △5,186 

法人税等合計 99,791 214,092 

四半期純利益 73,879 339,101 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,839 △7,033 

親会社株主に帰属する四半期純利益 75,718 346,135 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 

 至 平成30年８月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年３月１日 
 至 令和元年８月31日) 

四半期純利益 73,879 339,101 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 14,759 △28,676 

為替換算調整勘定 199 △375 

その他の包括利益合計 14,959 △29,052 

四半期包括利益 88,838 310,049 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 90,677 317,082 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,839 △7,033 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 

 至 平成30年８月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年３月１日 
 至 令和元年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 173,671 553,194 

減価償却費 105,789 84,266 

支払利息 1,738 2,357 

持分法による投資損益（△は益） 2,347 △5,987 

受取利息及び受取配当金 △308 △29 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,467 △1,420 

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,112 5,644 

売上債権の増減額（△は増加） 29,172 △190,725 

たな卸資産の増減額（△は増加） △556 3,001 

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,217 △2,830 

未払金の増減額（△は減少） △11,787 62,355 

その他 △151,582 △70,199 

小計 190,281 439,626 

利息及び配当金の受取額 290 20 

利息の支払額 △1,644 △2,362 

法人税等の支払額 △82,379 △41,821 

法人税等の還付額 89,522 137,867 

営業活動によるキャッシュ・フロー 196,071 533,330 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △13,106 △12,135 

無形固定資産の取得による支出 △105,199 △78,593 

投資有価証券の取得による支出 △159,960 － 

投資事業組合からの分配による収入 － 6,000 

敷金の差入による支出 △7,514 △3,577 

敷金及び保証金の回収による収入 － 210 

貸付金の回収による収入 2,552 600 

投資活動によるキャッシュ・フロー △283,228 △87,495 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

新株予約権の発行による収入 5,872 － 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △438 △438 

借入れによる収入 500,000 500,000 

借入金の返済による支出 △134,366 △934,912 

ストックオプションの行使による収入 688 1,090 

配当金の支払額 △91,234 △60,972 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △12 

非支配株主からの払込みによる収入 － 617 

自己株式の処分による収入 180 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー 280,702 △494,627 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 193,544 △48,792 

現金及び現金同等物の期首残高 1,916,190 2,423,390 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,109,734 2,374,597 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成30年３月１日 至 平成30年８月31日) 

(１)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

グループ共通

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

  機能別事業群 分野別事業群 

計 
 

情報資産 

プラット 

フォーム事業 

販促CRM 

ソリューション

事業 

広告事業 xTech事業 

社会 

イノベーション

事業 

売上高                

外部顧客への

売上高 
1,801,482 504,509 204,048 75,696 37,798 2,623,536 － 2,623,536 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 1,801,482 504,509 204,048 75,696 37,798 2,623,536 － 2,623,536 

セグメント利益

又は損失（△） 
489,494 △10,905 34,743 △30,187 △17,462 465,681 △289,484 176,196 

（注）１．「グループ共通」の区分は各セグメントの事業とは直接結びつかない純粋持株会社の管理費用、グルー

プ採用及び育成に係る費用が含まれております。

      ２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

(２)報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。

 

(３)報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成31年３月１日 至 令和元年８月31日) 

(１)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

グループ共通

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

  機能別事業群 分野別事業群 

計 
 

情報資産 

プラット 

フォーム事業 

販促CRM 

ソリューション

事業 

広告事業 xTech事業 

社会 

イノベーション

事業 

売上高                

外部顧客への

売上高 
2,051,385 454,632 357,314 87,506 38,968 2,989,807 － 2,989,807 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 2,051,385 454,632 357,314 87,506 38,968 2,989,807   2,989,807 

セグメント利益

又は損失（△） 
633,440 5,844 127,360 △32,580 △21,578 712,485 △166,574 545,911 

（注）１．「グループ共通」の区分は各セグメントの事業とは直接結びつかない純粋持株会社の管理費用、グルー

プ採用及び育成に係る費用が含まれております。

      ２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

(２)報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。

 

(３)報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

- 11 -

パイプドＨＤ(株)(3919) 令和２年２月期 第２四半期決算短信(連結)


